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令和６年度佐賀県少年自然の家（黒髪、波戸岬）の管理運営業務 

事業報告書及び利用状況等について（報告） 

 

  

 このことについて、別添のとおり報告します。 
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現在

園児 小学 中学 高校 大学 特別支援学校等 少年団体 青年団体 女性団体 家族 企業 指導者 成人 高齢者 出前講座 合計
346. 0 3, 557 3, 376 1, 511 1, 017 63 7, 334 449 0 423 811 448 1, 479 189 2, 059 23, 062

2 15 15 7 4 0 32 2 0 2 4 2 6 1 9 100. 0

8 74 47 29 16 2 176 11 0 37 47 134 55 2 9 647

1 11 7 4 2 0 27 2 0 6 7 21 9 0 1 100. 0

県内団体数 6 60 26 17 8 2 74 5 0 26 9 84 51 2 8 378

県内団体数

前年度

　 ま で

72 16 6 3 2 1

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

30 31 30 31 31 30 31 30 28 26 27 31

30 31 25 30 29 27 24 21 17 19 16 20

100 100 83 97 94 90 77 70 61 73 59 65

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月
5, 530 6, 649 3, 201 4, 715 5, 173 4, 694 2, 874 2, 118 1, 639 1, 472 2, 780 2, 699

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月
2, 952 2, 406 1, 487 2, 571 2, 949 2, 462 1, 351 628 755 758 874 1, 289

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月
2, 578 4, 243 1, 714 2, 144 2, 224 2, 232 1, 523 1, 490 884 714 1, 906 1, 410

令和6年度　 佐賀県波戸岬少年自然の家

169901 25910, 741

356

20, 482

0

2, 362

開所日数

月

0

11

0

５ 泊６ 日

２ ． 類型別利用者数及び団体数（ ％）

実数

３ ． 宿泊日数別実利用者及び団体数（ ％）

日帰り

1
団体数 0

1

団体数
524 68

81

271 300 64

42 46 1 0

６ 泊以上

23, 545

２ 泊３ 日 ３ 泊４ 日 ４ 泊５ 日１ 泊２ 日

20, 482

5, 477 13, 702 3, 312 359 212 0 0

今 年 度 計 23, 062

実数

開所以来合計

24 59

団体数

674, 142

14 2

( 3月）

１ ． 利用状況

延　 利　 用　 者　 数 延　 宿　 泊　 者　 数

2025年3月31日

実　 利　 用　 者　 数

12, 252
10, 810

男

女

6

10

6

0

２ ５ ０ 人以上 合　 　 　 　 計

0

４ ． 規模別利用団体数（ ％）

５ ０ 人未満 ５ ０ ～９ ９ 人 １ ０ ０ ～１ ４ ９ 人 １ ５ ０ ～１ ９ ９ 人 ２ ０ ０ ～２ ４ ９ 人

174

100. 0

100. 0

1

873 448
2 1

14, 247

28

4

14 7 6 647

利用状況 289

比　 　 率 81. 2

６ ． 延利用者数

10, 217 2, 294

合計

５ ． 月利用状況

合　 　 計

252 163

72 16 6 3 2 1

462 14, 894

100. 0

８ ． 実利用者数

月 合　 　 計

23, 062

合　 　 計

43, 544

７ ． 延宿泊者数

月 合　 　 計

11, 293
19, 999
43, 544

1, 491, 346 816, 962

9, 189

172 29 1 2 0

合計
23, 062

100. 0

647

100. 0

378



４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月
0 57 0 124 165 0 0 0 0 0 0 0
0 1 0 4 3 0 0 0 0 0 0 0
0 997 745 361 0 621 645 188 0 0 0 0
0 17 20 11 0 11 13 2 0 0 0 0

604 501 350 204 55 665 106 244 0 24 506 117
4 6 5 1 2 7 2 2 0 1 10 7

790 152 25 22 265 18 27 0 62 123 0 27
7 1 1 1 7 1 2 0 2 5 0 2

662 0 0 33 125 69 0 0 0 0 125 3
5 0 0 1 4 3 0 0 0 0 2 1
0 0 55 0 0 0 8 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

339 287 251 1, 170 1, 134 750 416 415 612 403 483 1, 074
8 10 10 25 28 19 9 7 7 11 16 26
0 0 66 0 212 18 153 0 0 0 0 0
0 0 2 0 4 2 3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 11 43 59 122 7 18 20 116 7 0 6
3 3 3 8 8 2 1 2 4 2 0 1

16 344 11 37 0 8 87 23 78 98 63 46
2 7 3 2 0 1 1 4 9 8 6 4

102 61 95 48 65 15 4 9 5 28 6 10
40 19 20 16 15 5 4 2 1 6 4 2
51 1, 053 73 61 11 45 50 35 11 31 11 47
7 10 6 3 1 2 8 4 1 5 3 5
0 0 0 0 0 0 0 109 0 0 0 80
0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
0 780 0 25 70 16 9 447 0 0 712 0
0 1 0 1 1 1 1 3 0 0 1 0

2, 578 4, 243 1, 714 2, 144 2, 224 2, 232 1, 523 1, 490 884 714 1, 906 1, 410
76 75 71 73 73 54 45 27 24 38 42 49

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月
293 2, 174 219 135 152 102 222 798 169 135 858 220

50 38 29 22 19 14 15 15 15 20 18 16

1, 578 1, 760 1, 460 1, 346 1, 124 1, 663 1, 015 672 674 398 923 1, 089

20 31 40 40 34 30 24 11 8 11 22 29

707 281 35 578 699 434 286 20 41 143 28 60

6 5 2 9 16 8 6 1 1 6 1 3

0 28 0 52 241 0 0 0 0 38 0 0

0 1 0 1 3 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 33 8 33 0 0 0 0 97 41

0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2, 578 4, 243 1, 714 2, 144 2, 224 2, 232 1, 523 1, 490 884 714 1, 906 1, 410

76 75 71 73 73 54 45 27 24 38 42 49

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

61 51 62 62 58 41 36 18 19 36 38 42

3 14 6 8 11 6 5 4 3 2 1 5

6 4 2 2 2 4 4 2 0 0 1 1

3 3 0 0 2 2 0 2 1 0 0 1

3 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0

0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0

76 75 71 73 73 54 45 27 24 38 42 49

９ ． 類型別実利用者数（ 団体数）
月

中　 　 学 3, 376
47

高　 　 校 1, 511
29

合　 　 計

園　 　 児 346
8

小　 　 学 3, 557
74

少年団体 7, 334
176

青年団体 449
11

大　 　 学 1, 017
16

特別支援学校等 63
2

企　 　 業 811
47

指 導 者 448
134

女性団体 0
0

家　 　 族 423
37

合　 　 計 23, 062
647

１ ０ ． 宿泊日数別実利用者数（ 団体数）

月 合　 　 計

成　 　 人 1, 479
55

高 齢 者 189
2

２ 泊３ 日 3, 312
64

３ 泊４ 日 359
6

日 帰 り 5, 477
271

１ 泊２ 日 13, 702
300

６ 日以上 0
0

合　 　 計 23, 062
647

４ 泊５ 日 212
6

５ 泊６ 日 0
0

１ ０ ０ ～１ ４ ９ 人 28

１ ５ ０ ～１ ９ ９ 人 14

２ ０ ０ ～２ ４ ９ 人 7

１ １ ． 規模別利用団体

月 合　 　 計

５ ０ 人未満 524

５ ０ ～９ ９ 人 68

２ ５ ０ 人以上 6

合　 　 　 計 647

出前講座 2, 059
9



合計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

9 7 5 14 24 12 7 8 6 2 4 6

817 645 232 580 1, 144 1, 164 513 489 615 100 510 183

0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0

0 0 70 0 170 128 0 20 0 0 0 0

175, 400 41, 400 39, 300 156, 500 252, 500 79, 300 77, 400 49, 300 60, 500 12, 600 299, 300 57, 900

　 　

令和６ 年度 43, 544 20, 482 23, 062 647

508
498
487
473

322

平成２ ５ 年度
32, 241

70, 259
517
612

38, 335

28, 045
34, 760 27, 486

68, 834

65, 737
36, 404 27, 116

14, 894

691
719
740
742
741
732

478
462
633

実利用者数
（ 日帰り ） 388

利用料金の
減収額 1, 301, 400

団体数
（ 宿泊） 104

実利用者数
（ 宿泊） 6, 992

団体数
（ 日帰り ） 4

月 合計

25
70

712

7月13日
8月22日

2, 059

１ ４ ． キャ ンセルの状況

竹木場公民館

いさ はや冬の体験フェ ス

11月19日

10月16日

2月24日

9月21日

打上小学校 29
ま なびいフェ ス タ11月10日 80

11月23日 北山にいこ う よ う 338

１ ３ ． 出前講座利用状況

5月5日

73, 265

平成２ ４ 年度
58, 235

平成２ ６ 年度 37, 024

73, 255

平成２ ９ 年度
平成３ ０ 年度

78, 158
71, 715

41, 710

令和２ 年度

日付

令和３ 年度 27, 925 11, 966

令和４ 年度
令和５ 年度 43, 356 21, 680

62, 743
31, 020

　 　

16

平成２ ７ 年度 33, 732

平成２ ３ 年度

　
　

29, 712

平成１ ９ 年度 59, 486

平成１ ７ 年度

合計 1, 491, 346

平成２ ２ 年度

816, 962 674, 142

27, 075

25, 736

40, 428

平成２ ０ 年度 63, 232

平成２ １ 年度 63, 636
36, 072

61, 932

619

546
612

549
502
527

520
49134, 442

27, 476

１ ２ ． 年度別利用状況
延　 利　 用　 者　 数 延　 宿　 泊　 者　 数 実　 利　 用　 者　 数 団　 体　 数

平成１ ３ 年度 54, 767 31, 043 23, 724
平成１ ２ 年度 54, 480 30, 255 24, 225
平成１ １ 年度 42, 123 21, 530

平成１ ８ 年度

36, 196
36, 744 24, 752

平成１ ４ 年度 56, 547 32, 655 23, 892
23, 697平成１ ５ 年度 60, 403

37, 154

61, 496

36, 706

平成１ ６ 年度 58, 893 34, 225 24, 668

66, 905 35, 826 30, 958

780
鬼塚公民館

13, 326 4, 512

湊公民館

子ども の日ファ ミ リ ーフェ ス タ

15, 959
37, 094 18, 231 18, 863

21, 676

団体名

　 ※利用料金（ 寝具代除く ） の減収額については、 概算でご記入く ださ い。 （ 宿泊： 実利用者数×泊数×利用料金） （ 日帰り ： 利用料金×時間）

38, 292 34, 786
39, 270

20, 593

平成２ ８ 年度

526

25, 044

9東多久公民館

8, 821
令和元年度

36, 292
34, 511

人数



 佐教文 第 ９－２号  

                     令和７年 ６月２８日  

 

   

 佐賀県政策部 

政策企画監 納富大介 様 

 

    

                  公益財団法人佐賀県教育文化振興財団  

                      理事長  楢崎 秀樹 

 

 

令和６年度佐賀県波戸岬少年自然の家の管理運営に係る 

事業報告について(提出) 

 

 令和２年３月４日付けで締結した佐賀県波戸岬少年自然の家の管理運営に関する協

定書第２１条の規定により、別添のとおり提出します。 

 

 



波戸岬少年自然の家

120,382,000

利用料収入 9,482,700

カッター活動料収入 705,000

775,630

提案型事業収入

749,300

食堂光熱水費等実質負担金

　　　クラフト教材費 697,100

　　　キャンドル代 52,200

受取地方公共団体補助金 30,000

雑収入 451,180

　　　広報負担金 0

451,180

受取利息 26,701

132,602,511

報酬手当 0

給与手当 47,707,526

福利厚生費(健診料含む) 6,471,370

労働保険 660,085

54,838 ,981

退職給与引当金 1,042,150

外部委託費 34,215,129

修繕費 2,392,044

その他受託事業費 21,741,825

利用団体支援事業 4,330,361

主催事業 706,367

提案型事業 0

広報事業 377,341

63,763 ,067

消費税 5,770 ,680

125,414,878

支出

収入 委託料

主催事業収入

計

その他の事業収入

　　　その他雑収入(自販機・公衆電話等)

項目 R6年度実績

合計

計

計

人件費

事業費

施設管理受託事業



月日 キャンドル代 キャンプF
クラフト

教材費

食事代

弁当代
月日 キャンドル代 キャンプF

クラフト

教材費

食事代

弁当代

カッター活

動
４ 月 0 2,050 0 1 ,521,520 1,523,570 ４ 月 0 0 4 ,700 2 ,328,534 132 ,500 2 ,465,734

５ 月 3,600 2 ,050 9 ,800 1 ,384,630 1,400,080 ５ 月 7,200 10,250 90,000 7 ,900,660 165 ,000 8 ,173,110

６ 月 1,200 2 ,050 1 ,500 1 ,005,286 1,010,036 ６ 月 10,800 7,175 25,200 3 ,264,770 87 ,500 3 ,395,445

７ 月 7,200 8 ,200 44 ,600 1 ,543,858 1,603,858 ７ 月 15,000 7,175 102,250 4 ,253,750 67 ,500 4 ,445,675

８ 月 2,400 14 ,350 40 ,900 2 ,406,461 2,464,111 ８ 月 1,200 17,425 95,850 6 ,307,050 20 ,000 6 ,441,525

９ 月 3,600 2 ,050 20 ,450 985,220 1,011,320 ９ 月 4,800 15,375 37,800 2 ,934,690 165 ,000 3 ,157,665

１ ０ 月 6,000 2 ,050 23 ,850 965,660 997 ,560 １ ０ 月 7,200 7,175 78,600 3 ,928,310 67 ,500 4 ,088,785

１ １ 月 3,600 6 ,150 35 ,100 2 ,003,895 2,048,745 １ １ 月 2,400 1,025 75,900 1 ,413,470 0 1 ,492,795

１ ２ 月 1,200 0 4 ,700 332,210 338 ,110 １ ２ 月 1,200 2,050 6 ,700 1 ,283,250 0 1 ,293,200

１ 月 0 0 9 ,000 384,610 393 ,610 １ 月 1,200 2,050 12,300 1 ,440,735 0 1 ,456,285

２ 月 0 0 2 ,800 142,190 144 ,990 ２ 月 0 0 800 1 ,712,225 0 1 ,713,025

３ 月 0 0 14 ,300 279,770 294 ,070 ３ 月 1,200 4,100 93,200 3 ,135,320 0 3 ,233,820

28,800 38 ,950 207 ,000 12 ,955 ,310 13 ,230,060 52 ,200 73,800 623,300 39 ,902,764 705 ,000 41 ,357 ,064

その他の事業収入 54 ,587 ,124

　　　　　　1,454 ,300（ カッター含む）

274 ,750 749,300

　　（ 一般会計） 　　　　　　　　　　　　令和6 年度　　　その他の事業収益

黒髪少年自然の家 黒髪

計

波戸岬少年自然の家 波戸岬

計



（ 佐賀県委託金収入）

月日 黒髪 波戸岬 調査研究事業 委託金計 合　　計

4月30日 17,548 ,920 32 ,503 ,142 50 ,052,062 50 ,052,062

7月23日 17,548 ,920 32 ,503 ,140 50 ,052,060 50 ,052,060

10月23日 17,548 ,920 32 ,503 ,140 50 ,052,060 50 ,052,060

1月31日 12,349 ,240 22 ,872 ,578 35 ,221,818 35 ,221,818

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

64 ,996 ,000 120,382 ,000 0 185 ,378 ,000 185,378 ,000

　（ 一般会計） 　　　　　　　　R6 年度　　事業収入　　　　　　　　



月日 利用料収益 月日 利用料収益

4月 402,300 402,300 4月 644,300 644,300 1 ,046,600

5月 279,300 279,300 5月 1,359,100 1 ,359,100 1 ,638,400

6月 221,000 221,000 6月 1,367,300 1 ,367,300 1 ,588,300

7月 334,300 334,300 7月 847,300 847,300 1 ,181,600

8月 644,650 644,650 8月 1,482,800 1 ,482,800 2 ,127,450

9月 238,800 238,800 9月 608,400 608,400 847,200

10月 592,540 592,540 10月 1,025,000 1 ,025,000 1 ,617,540

11月 1,059,600 1 ,059,600 11月 281,300 281,300 1 ,340,900

12月 118,000 118,000 12月 342,000 342,000 460,000

1月 110,100 110,100 1月 457,100 457,100 567,200

2月 69,300 69,300 2月 457,200 457,200 526,500

3月 46,800 46,800 3月 610,900 610,900 657,700

計 4,116,690 4 ,116,690 9 ,482,700 9 ,482,700 13 ,599,390

　　　（ 一般会計） 　　　　　　　　R6 年度　利用料収入　　　　

黒髪少年自然の家 黒髪

計

波戸岬少年自然の家 波戸岬

計

利用料

収入合計



月日 主催事業
自主事業

 提案型
月日 主催事業

自主事業

 提案型

4/6 37,160 春満喫! 山菜摘みとトレッキング 37,160 6/8 55,720 ボランティア講座 55,720

5/11 37,156 アドベンチャー教室１ 期 37,156 6/16 82,300 みんなで楽しむ野外活動 82,300

6/1 79,280 芋つくりプロジェクト 79,280 6/29 72,930 いきいきHADOスクール 72,930

7/6 14,740 黒髪ボランティア養成セミナー 14,740 7/8 5,070 いきいきHADOスクール 5,070

8/11 44,282 サマースクール 44,282 7/16 6,000 みんなで楽しむ野外活動 6,000

8/24 27,880 親子ふれあいキャンプ 27,880 8/14 188,100 いきいきHADOスクール 188,100

9/7 31,766 ワイルドキッズ１ 期 31,766 8/24 82,210 ファミリータイムHADO 82,210

9/28 77,120 空飛ぶ体験ほっこりセミナー 77,120 9/2 4,560 いきいきHADOスクール 4,560

10/26 27,146 ワイルドキッズ２ 期 27,146 9/17 180 ファミリータイムHADO 180

11/9 37,800 秋の収穫祭 37,800 11/9 21,660 ファミリータイムHADO 21,660

12/7 17,038 ウインタースクール１ 期 17,038 11/23 26,650 ファミリータイムHADO 26,650

12/21 46,750 年末フェスタin黒髪 46,750 11/29 4,400 ファミリータイムHADO 4,400

1/11 37,926 ウインタースクール2期 37,926 12/8 67,200 みんなで楽しむ野外活動 67,200

1/25 27,130 親子ふれあいチャレンジセミナー 27,130 12/21 84,820 年末ふれあいプラン 84,820

0 1/7 7,900 年末ふれあいプラン 7,900

3/2 11,700 親子わくわく楽習セミナー 11,700 2/8 63,640 いきいきHADOスクール 63,640

3/25 48,804 アドベンチャー教室２ 期 48,804 2/18 2,290 いきいきHADOスクール 2,290

0

　　　（ 一般会計） 　　　　　R 6 年度　事業収入（ 主催・提案型） 　　　　　　　　　　　　
黒髪少年自然の家

黒髪

計

波戸岬少年自然の家
波戸岬

計





令和６ 年度波戸岬少年自然の家委託料受入実績

委託料計 1/4半期 2/4半期 3/4半期 4/4半期

人　件　費 66 ,897 ,000 18 ,062 ,190 18 ,062,190 18 ,062 ,190 12 ,710 ,430

施設管理・事業費 53 ,485 ,000 14 ,440 ,952 14 ,440,950 14 ,440 ,950 10 ,162 ,148

合　　　計 120 ,382 ,000 32 ,503 ,142 32,503,140 32 ,503 ,140 22 ,872 ,578

う　ち　消　 費 　税 10 ,943 ,818 2 ,954 ,833 2 ,954 ,830 2 ,954 ,830 2 ,079 ,325



令和６ 年度　佐賀県波戸岬少年自然の家　収支報告書 （ 様式２ －３ ）

実績額
金額 金額 金額

（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

1 1 ,1 7 0 0

臨時雇賃金 6 ,500 円 × 18 0 日 1 ,170 ,0 00

1 ,1 70 ,0 00 0

2 1 1 0

来客用茶葉代 1 1,000 円 × 1 式 11 ,0 00

11 ,0 00 0

3 3 2 0 68 ,8 01

( 1 ) 県外出張旅費 200 ,000 円 × 1 式 200 ,000

( 2 ) 県内出張旅費 120 ,000 円 × 1 式 120 ,000

320 ,00 0 68 ,8 0 1

4 4 9 9 554 ,96 5

切手類購入費 110 ,000 円 × 1 式 110 ,000

電話料 2 7,500 円 × 12 月 330 ,0 00

ｲﾝﾀ ﾈーｯﾄﾌﾟ ﾛﾊ゙ イﾀﾞ ｰ 3 ,520 円 × 1 2 月 42 ,240

レンタルサーバー 16 ,200 円 × 1 式 16 ,2 00

498 ,44 0 554 ,9 6 5

5 3 ,3 0 0 3 ,8 75 ,6 51

消耗品他購入費 3,300 ,0 00 円 × 1 式 3,300 ,0 00

3 ,3 00 ,0 00 3 ,8 75 ,651

6 4 ,1 2 6 2 ,3 92 ,0 44

自動車修繕費 3 0,500 円 × 1 式 30 ,5 00

建物修繕費 500 円 × 6,591 ㎡ 3 ,295 ,5 00

運動場改修費 100 ,000 円 × 1 式 100 ,000

カッター維持修繕費 500 ,000 円 × 1 式 500 ,000

太陽光発電等修理費 200 ,000 円 × 1 式 200 ,000

4 ,1 26 ,0 00 2 ,3 92 ,044

7 3 ,8 0 2 4 ,7 25 ,6 00

灯油代 105 .60 円 × 3 6 ,00 0 ㍑ 3 ,801 ,6 00

3 ,8 01 ,6 00 4 ,7 25 ,600

8 1 4 ,3 5 5 11 ,3 45 ,15 9

水道料 3,30 0 ,0 00 円 × 1 .00 式 3 ,300 ,0 00 ( 2 ,3 58 ,1 36 )

下水道料（ 艇庫） 5 5,000 円 × 1 .00 式 55 ,0 00 ( 1 2 ,3 30 )

電気料 11 ,000 ,0 00 円 × 1.00 式 11 ,000 ,0 00 ( 8 ,5 41 ,9 24 )

ガス料 ( 432 ,76 9 )

1 4 ,3 55 ,00 0 11 ,3 45 ,1 59

9 7 7 6 1 ,1 91 ,3 89

会計システム使用料 4 5,000 円 × 12 月 540 ,0 00

テレビ受信料 1 9,000 円 × 2 台 38 ,0 00

電波使用料・プリンター使用料 197 ,5 00 円 × 1 式 197 ,500

775 ,50 0 1 ,1 91 ,3 89

1 0 2 6 3 174 ,31 0

自動車自賠責保険料 4 3,180 円 × 1 式 43 ,1 80

全少連賠償責任保険料 6 0,000 円 × 1 式 60 ,0 00

自動車任意保険料 159 ,260 円 × 1 式 159 ,260

262 ,44 0 174 ,3 1 0

1 1 2 4 17 ,2 00

自動車重量税 2 4,000 円 × 1 式 24 ,0 00

24 ,0 00 17 ,200

1 2 8 21 ,0 00

全少連九州協議会負担金ほか 7 ,500 円 × 1 式 7,500

7 ,5 00 21 ,0 00

租税公課

負担金

消耗品費

修繕費

燃料費

水道光熱費

使用料及び賃借料

保険料

２ 　施設維持管理経費内訳

計画額

項　　目 積 算 基 礎

賃金

会議費

旅費交通費

　

通信運搬費



金額 金額 金額
（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

項　　目 積 算 基 礎

1 3 2 9 ,6 2 0 34 ,2 15 ,12 9

警備業務 1,056 ,0 00 円 × 1 式 1,056 ,0 00

清掃業務 9,358 ,8 00 円 × 1 式 9,358 ,8 00

電話交換設備保守 176 ,0 00 円 × 1 式 176 ,000

電気工作物保守 488 ,4 00 円 × 1 式 488 ,400

消防設備保守 198 ,0 00 円 × 1 式 198 ,000

汚水処理施設保守 1,828 ,2 00 円 × 1 式 1,828 ,2 00

受水槽保守 92 ,4 00 円 × 1 式 92 ,400

設備運転・空調設備・衛生設備保守 7 ,9 20 ,0 00 円 × 1 式 7,920 ,0 00

昇降機保守 1,161 ,6 00 円 × 1 式 1,161 ,6 00

除草委託 506 ,0 00 円 × 3 回 1,518 ,0 00

ゴミ収集運搬 528 ,000 円 × 1 式 528 ,000

非常用自家発電設備保守点検 191 ,400 円 × 1 式 191 ,400

無線機保守点検 352 ,0 00 円 × 1 式 352 ,000

自動ドア保守点検 148 ,720 円 × 1 式 148 ,720

防火対象物定期点検 101 ,2 00 円 × 1 式 101 ,200

クリーニング 4,400 ,0 00 円 × 1 式 4,400 ,0 00

カッタークレーン点検業務 101 ,2 00 円 × 1 式 101 ,200

29 ,6 19 ,92 0 34 ,2 15 ,1 29

1 4 1 ,0 6 7 718 ,53 8

簡易水道法定検査料 1 8,000 円 × 1 式 18 ,0 00

浄化槽法定検査料 1 9,000 円 × 1 式 19 ,0 00

浴槽水（ レジオネラ菌） 検査料 2 7,000 円 × 2 回 54 ,0 00

ばい煙検査料 3 8,000 円 × 2 回 76 ,0 00

振込手数料 800 ,000 円 × 1 式 800 ,000

小型船舶受講料 100 ,000 円 × 1 式 100 ,000

1 ,0 67 ,0 00 718 ,538

1 5 2 1 358 ,92 2

資料代 2 1,000 円 ☓ 1 式 21 ,0 00

21 ,0 00 358 ,922

0

5 9 ,3 6 2 59 ,3 59 ,40 0 59 ,6 58 ,7 08

0

金額 金額 金額
（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

給与手当 5 1 ,07 0 51 ,069 ,502 円 × 1 式 51 ,069 ,5 02 47 ,707 ,526

福利厚生費 9,745 9 ,7 44 ,8 22 円 × 1 式 9,744 ,8 22 7 ,131 ,455

租税公課 6,08 2 6 ,0 81 ,4 33 円 × 1 式 6,081 ,4 33 5 ,770 ,680

退職給付引当金 1 ,042 ,150

6 6 ,8 9 7 66 ,8 95 ,75 7 61 ,6 51 ,8 11

121 ,3 10 ,5 19

人件費

合　計

合　計

項　　目 積 算 基 礎

委託費

支払手数料

研修費



令和６ 年度　佐賀県波戸岬少年自然の家　収支報告書 （ 様式２ －４ ）

実績額
金額 金額 金額

（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

1 8 4 8

( 1 ) 1 1 5

① 通信運搬費 25 168

要項等送料 24,200 円 × 1 式 24,200

② 消耗品費 64 69 ,107

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 14 ,080 円 × 1 式 14,080

印刷機インク代等 7,700 円 × 1 式 7,700

材料費 41,800 円 × 1 式 41,800

③ 報償費 26 22 ,400

ボランティア謝金（ ２ 人×２ 回） 6,400 円 × 4 人 25,600

④ 保険料 10,260

113 ,380 101,935

( 2 ) 7 6

① 会議費 2 0

講師昼食代 560 円 × 2 回 1,120

② 旅費交通費 8 0

講師費用弁償 4,000 円 × 2 回 8,000

③ 通信運搬費 9 0

要項等送料 8,800 円 × 1 式 8,800

④ 消耗品費 28 0

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 3,300 円 × 1 式 3,300

印刷機インク代等 2,200 円 × 1 式 2,200

材料費 22,000 円 × 1 式 22,000

⑤ 報償費 29 0

講師 8,000 円 × 2 人 16,000

ボランティア謝金（ １ 人×２ 回） 6,400 円 × 2 人 12,800

74 ,220 0

( 3 ) 1 2 1

① 会議費 2 0

講師昼食代 560 円 × 2 回 1,120

② 旅費交通費 8 0

講師費用弁償 4,000 円 × 2 回 8,000

③ 通信運搬費 25 4 ,042

要項等送料 12,100 円 × 2 回 24,200

④ 消耗品費 57 164,908

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 3,520 円 × 2 回 7,040

印刷機インク代等 3,850 円 × 2 回 7,700

材料費 20,900 円 × 2 回 41,800

⑤ 報償費 29 109,600

講師 8,000 円 × 2 人 16,000

ボランティア謝金（ ５ 人×２ 回） 6,400 円 × 2 回 12,800

⑥ 保険料 12,870

118 ,660 291,420

( 4 ) 6 7

① 通信運搬費 13 216

要項等送料 12,100 円 × 1 回 12,100

② 消耗品費 41 78 ,282

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 3,520 円 × 1 回 3,520

印刷機インク代等 3,850 円 × 1 回 3,850

材料費 33,000 円 × 1 回 33,000

③ 報償費 13 12 ,800

ボランティア謝金（ ２ 人×１ 回） 6,400 円 × 2 人 12,800

④ 保険料 4,310

65 ,270 95 ,608

人材育成事業（ 波戸セミナー）

自然体験育成事業（ いきいきHADOスクール)

年末体験学習事業（ 年末ふれあいプラン）

親子ふれあい事業（ ﾌｧﾐﾘ ﾀーｲﾑin  HADO)

３ 　事業費内訳
計画額

項　　目 積 算 基 礎

主催事業



金額 金額 金額
（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

項　　目 積 算 基 礎

( 5 ) 1 0 7

① 会議費 2 0

講師昼食代 560 円 × 2 人 1,120

② 旅費交通費 8 0

講師費用弁償 4,000 円 × 2 人 8,000

③ 通信運搬費 13 0

要項等送料 12,100 円 × 1 回 12,100

④ 消耗品費 30 23 ,549

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 3,520 円 × 1 回 3,520

印刷機インク代等 3,850 円 × 1 回 3,850

材料費 22,000 円 × 1 回 22,000

⑤ 使用料及び賃借料 25 0

マイクロバス借上料 24,200 円 × 1 台 24,200

⑥ 報償費 29 0

講師（ ２ 人×２ 時間） 4,000 円 × 4 時間 16,000

ボランティア謝金（ ２ 人×１ 回） 6,400 円 × 2 人 12,800

⑦ 保険料 1,170

103 ,590 24 ,719

( 6 ) 1 0 6

① 会議費 2 0

講師昼食代 560 円 × 2 人 1,120

② 旅費交通費 8 0

講師費用弁償 4,000 円 × 2 人 8,000

③ 通信運搬費 13 0

要項等送料 12,100 円 × 1 回 12,100

④ 消耗品費 29 36 ,032

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 3,520 円 × 1 回 3,520

印刷機インク代等 3,850 円 × 1 回 3,850

材料費 20,900 円 × 1 回 20,900

⑤ 使用料及び賃借料 25 19 ,580

マイクロバス借上料 24,200 円 × 1 台 24,200

⑥ 報償費 29 16 ,000

講師（ ２ 人×２ 時間） 4,000 円 × 4 時間 16,000

ボランティア謝金（ ２ 人×１ 回） 6,400 円 × 2 人 12,800

⑦ 保険料 2,800

102 ,490 74 ,412

( 7 ) 4 7

① 通信運搬費 14 5 ,716

要項等送料 13,200 円 × 1 式 13,200

② 消耗品費 33 102 ,557

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 5,500 円 × 1 式 5,500

印刷機インク代等 3,850 円 × 1 式 3,850

材料費 23,100 円 × 1 式 23,100

③ 報償費 6,000

講師

ボランティア謝金

④ 保険料 4,000

45 ,650 118 ,273

みんなで楽しむ野外活動

波戸日和（ 未来のエネルギー広場）

施設ボランティア養成プラン（ ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｾﾐﾅー ）



金額 金額 金額
（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

項　　目 積 算 基 礎

( 8 ) 2 0 9

① 会議費 2 0

講師昼食代 560 円 × 2 人 1,120

② 旅費交通費 8 0

講師費用弁償 4,000 円 × 2 人 8,000

③ 通信運搬費 25 0

要項等送料 12,100 円 × 2 回 24,200

④ 消耗品費 57 0

Ｐ Ｐ Ｃ 用紙（ 要項等） 7,040 円 × 1 回 7,040

印刷機インク代等 7,700 円 × 1 回 7,700

材料費 41,800 円 × 1 回 41,800

⑤ 使用料及び賃借料 88 0

遊覧船、バス借上料 88,000 円 × 1 式 88,000

⑤ 報償費 29 0

講師（ ２ 人×２ 時間） 4,000 円 × 4 時間 16,000

ボランティア謝金（ ２ 人） 6,400 円 × 2 人 12,800

206 ,660 0

706,367

子育てセミナー（ 子どもの心を育む親子のつどい）



金額 金額 金額
（ 単位: 千円） （ 単位: 円） （ 単位: 円）

項　　目 積 算 基 礎

3 6 ,7 0 1

① 旅費交通費 140 78 ,000

県内出張旅費 1,400 円 × 100 人 140 ,000

② 通信運搬費 13 6 ,000

切手等購入費 12,100 円 × 1 式 12,100

③ 消耗品費 990 925 ,000

消耗品購入費 990 ,000 円 × 1 式 990 ,000

④ 燃料費 194 136 ,611

ガソリン代（ 公用車・監視艇） 176 .0 円 × 1,100 ㍑ 193 ,600

⑤ 保険料 361 239 ,250

主催事業傷害保険料 102 ,850 円 × 1 式 102 ,850

カッター賠償保険料 13,680 円 × 12 人 164 ,160

カッター指導員傷害保険料 7,790 円 × 12 人 93,480

⑥ 報償費 5,003 2,945,500

カッター指導員（ ３ 時間単位） 5 ,003 ,000 円 × 1 式 5,003,000

6,699,190 4,330,361

4 9 3 9

① 印刷製本費 829 244 ,841

リーフレット等（ 6000部） 330 ,000 円 × 1 式 330 ,000

所報（ 1000部） 55 ,000 円 × 1 式 55,000

活動プログラム等（ 2000部） 347 ,000 円 × 1 式 347 ,000

主催事業（ ポスター） （ 400部） 44 ,000 円 × 1 式 44,000

主催事業（ チラシ） （ 800部） 52 ,800 円 × 1 式 52,800

② 広告料 110 132 ,500

さがＰ Ｔ Ａ 新聞 110 ,000 円 × 1 式 110 ,000

938 ,800 377 ,341

8 ,4 8 8 8,467,910 4,707,702合　計

利用団体支援事業

広報事業



令和６ 年度修繕費一覧

区　　　　分 契約額 業者名 完了日

1 生活棟制気口取替工事 495,000 大西工業株式会社 4月8日

2 非常用照明器具取替 115,500 ㈱総合メンテナンス 5月9日

3 公用車フィット エンジンオイル交換 14,190 鎮西自動車整備工場 5月22日

4 厨房用ガスフライヤー接続工事 24,860 唐津液化ガス㈱ 6月3日

5 消火ポンプ修繕工事 66,000 大西工業株式会社 7月8日

6 宿泊棟玄関ポーチ タイル補修 90,970 ㈱坂本工務店 10月3日

7 浄化槽ブロア配管・タイマー交換 79,200 ㈱鎮西開発 11月1日

8 受水槽定水位弁取替修理 37,400 大西工業株式会社 11月5日

9 受水槽加圧給水装置制御盤修繕 88,000 ㈱総合メンテナンス 11月5日

10 浄化槽エアーリフト配管修理 21,340 ㈱鎮西開発 11月5日

11 浄化槽ブロアフレキシブルジョイント取替工事 302,500 松田電機商会 2月12日

12 公用車フィット エンジンオイル交換 48,180 鎮西自動車整備工場 2月13日

13 監視艇船外機整備 船体点検 99,000 西部消防㈱ 2月17日

14 宿泊棟小浴場タイル張替 169,604 古賀正弘 2月27日

15 カッター オール修理（ 11本） 41 ,800 ㈱坂本工務店 3月28日

16 宿泊棟ほか 男子トイレ小便器修理 429,000 大西工業株式会社 3月18日

17 201号室 ロスナイ取替 203,500 大西工業株式会社 3月14日

18 カッターボート ビルジ栓ほか修理 66,000 ㈲𠮷川造船所 3月14日

波戸岬少年自然の家経費計 2,392 ,044

19 公用車ADバン エンジンオイル交換ほか 48,015 鎮西自動車整備工場 8月28日

20 公用車キャリー エンジンオイル交換 48,950 鎮西自動車整備工場 3月5日

事務局運営費計 96,965

2 ,489 ,009

波戸岬少年自然の家

合　　　計



評点　；  5：十分　　４：ほぼ十分　　３：どちらともいえない　　２：やや不十分　　１：不十分

目標 実績 評点

１．少年自然の家の施設の平等の確保

①生活弱者への配慮
・生活弱者への配慮等の対応
はできたか。 100% 100%

・生活保護を受けている要保護、準要保護の児童及び生徒に対し、施設使用料
免除の措置を行っている。
・管理棟、生活棟のエレベーターの設置。状況に応じたスロープの設置等を行っ
ている。
・障害者等の駐車スペース（パーキング・パーミット）の確保している。
・必要に応じた小浴場の使用を許可している。
・申し出による車椅子（２台）の貸し出しを行っている。
・障害者手帳に代わるものとしてミライロＩＤ（ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘ）が利用できるようにしてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・障害者団体の宿泊及び研修では、
生活棟の活用や用具の配置換え、また、他団体との細かな配慮等、利用者の利
便性を図っている。
・障害を理由とする差別の解消を推進するため「対応要領」や「対応指針」を作成
し、職員間での共通理解を図った。
・車椅子２台（買い替え）、自動翻訳機、筆談機を新たに購入した。

5

・障害者団体の宿泊、研修では、今後も利用者の利便性向上を図る。また、多様な
児童への対応のために、部屋割りは、普段以上に余裕を持たせることが必要であ
る。
・障害者差別解消法の趣旨を踏まえ、身体障害者等のニーズをより掴む努力をす
る。また、障害の状況について、カッター指導員を含めて職員間で共通理解を図り、
配慮ある対応を心がける。
・SDGS３『すべての人に健康と福祉を』の取組としてのさがスタイルを推進していく。
・NPOの児童養護施設に係る活動も精査して、配慮を考えていく。

②公平な利用計画
・利用申込み及び施設利用の
公平性は図られたか。 100% 100%

・新年度予約受付は、優先順位を設けて適正に処理した。
・使用申込書の提出は、期限である利用日の１か月前の提出を守ってもらい、そ
の後の変更については、臨機応変に対応した。
・複数の利用団体がある場合は、宿泊室、研修室や体育館の割り振り、食事や入
浴の時間等で、事前調整を丁寧に行い了承を得ている。また、団体数や貸切等に
応じて宿直人数も増やしている。

5

・日毎の調整プログラムを作成後、活動場所や生活時間等を細かく調整し、了解を
得るまで連絡を密にする。
・定員上限の宿泊数が予想される場合は、団体数や研修内容を把握した上で受け
入れの判断をする。
・県内学校を優先して受け入れた後、毎年複数泊で利用してもらっている団体にも利
用希望調査をしていく。

２、少年自然の家の施設の効用の最大化

・利用者意見の反映
・利用者意見や要望等につい
て、速やかに対応できたか。 95% 90%

・要望や苦情が記入されているアンケートは、詳細を聞き取り、対応が必要な案件
については、可能な限り速やかに改善している。
・アンケ―トを回覧し、全職員で情報共有している。特に、人的なミスについては
互いに声掛けを行い再発防止に努めている。

4

・職員で対応できる案件については、速やかに対応を実施した。
・団体との調整事項を職員全体で確実にシェアリングするために、書類への書き込
みや口頭による伝達の徹底と朝会等の活用を一層図る必要がある。

・参加者満足度
・参加者の反応は、満足いくも
のであったか。 90% 99%

アンケートでは、「研修目的の達成度」「施設・設備の状況」「施設を利用しての満
足度」について「とても良かった」「良かった」の評価を９９％の団体からいただい
た。

5
「職員の対応」「施設のきれいさ」「プログラムの充実」を大切にして、今後も満足度１
００％を目指していきたい。また、施設利用者と地域との交流人口を増やすためにも
人的物的な資源の活用を進めていきたい。

・参加者目標数の達
成

・募集定員を確保することがで
きたか。 90% 79%

・募集定数1,155人に対して参加者914人であった。
・例年実施している子育てに関する事業や閑散期の利用拡大のためのサークル
活動の他、平日に高齢者を対象としたグラウンドゴルフ大会やみんなで楽しめる
野外活動を目的とする事業を日帰りで数回実施した。

3

・学校や公民館、図書館等の社会教育施設に直接チラシを配布し、参加要請を行う
形で効果をあげてきてきたが、今後、メディア等での情報発信にも力を入れていきた
い。。
・開催時期や内容により参加者数にかたよりがあった。今後も学校行事やイベント開
催日等のリサーチを進め、参加者の増加につなげていきたい。

・参加者満足度
・参加者の反応は、満足いくも
のであったか。 90% 95%

事業毎にアンケートをとり、内容の改善に取り組んでいる。参加者の反応は概ね
良好な評価をいただき、複数事業で「とても良かった」「良かった」の評価が100％
に近かった。

5
・事業の内容については、参加者から「楽しかった」「面白かった」「また参加したい」
と好評価の意見がほとんどであった。さらに改善を図っていきたい。

③　食事の提供

・安全な食事の提供
・食事提供の前に検食を行い安
全の確認を行なったか。 100% 100%

・食中毒の防止のため、床や厨房の衛生管理を徹底した。また、　規定通りの検
食を行い安全安心な食事の提供をお願いした。
・近年増加している食事アレルギーには、十分留意し重度の場合は家族と連絡を
取る等の対応を行っている。

5
・利用者に対しては、食事前の手洗いを行うよう徹底する。従業員の意識の向上を
図るとともに基本事項を徹底して業務に従事させる。
・検食の主旨をしっかり理解した上で検食日誌をつけるよう徹底する。

・食材の地元調達
・可能な限り地元調達を行った
か。 90% 10%

・　魚・肉類や加工品を除く、米、野菜等の食材について、可能な限り地元から調
達するよう食堂運営委託業者に依頼しているが、現段階では地元産での調達は
厳しそうである。

1
・　県内からの調達が約10％であるが、地元食材（ギョロッケやイカシュウマイ等）の
提供については調達に努めるようにお願いする。

・利用者意見の反映
・利用者からの要望等に速やか
に対応できたか。 100% 95%

・個の食事の量やSDGｓに対応するために食事の提供スタイルをビュッフェ方式に
変更した。利用者にSDGｓの取組を理解してもらい残菜は減った。配膳方式につ
いては利用者の理解が不十分であったことによるトラブルが数件発生した。

4
・ビュッフェ方式に変更したことによる混乱やトラブルが多いことから提供方法を見直
すことも考える必要がある。

・利用者満足度
・利用者の反応は、満足いくも
のであったか。 100% 95% ・アンケートでは、ほとんどが「大変よかった」「よかった」の評価であった。 4

・中学校、高校の団体において低評価が数件あり、食事の量に関するものが多い。
食材料費や人件費が高騰している現状から、料金の値上げや現在の提供区分の見
直しを考えていく必要がある。

令 和６年 度 　佐 賀 県 波 戸 岬 少 年 自 然 の 家　管 理 運 営 業 務 評 価 表

評　　　価　　の　　観　　点　
数　　値

実 　　践  　 事  　項
評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価    

課  題 ・ 改 善 点
評　　　　価　　　基　　　準

5…生活保護家庭等就学困難な児童・生徒に対して施設利用料を免
除した。身体障害者等に対する駐車スペースを確保している。施設
設備などは、身体障害者等に対応できるものとなっている。
４…生活保護家庭等就学困難な児童・生徒に対して施設利用料を免
除した。身体障害者等に対する駐車スペースを確保している。
３…生活保護家庭等就学困難な児童・生徒に対して施設利用料を免
除した。
２，１…上記３の対応の全部又は一部を行わなかった。

５…受付け事務については、優先順位等の方針を100％履行した。ま
た、施設、器具、フィールド及び食事、入浴時間等は、100％利用団
体との調整を行い不満等の意見はなかった。
４、３…受付け事務については、優先順位等の方針を100％履行し
た。また、施設、器具、フィールド及び食事、入浴時間等は、100％利
用団体との調整を行い不満等の意見はほとんどなかった。
２、１…上記の対応の全部又は一部を行わなかった。

①利用者の意見の反映

・利用者の意見の把
握

・利用者に対して、入所時にア
ンケート用紙を配布したか。ま
た、その回収はできたか。

配布：
100%
回収：
95％

配布：
100%
回収：
90％

・利用者の意見を把握するために宿泊利用団体すべてに受付の際に配布してい
る（376団体）
・提出は任意とし、回収率を上げるためこれまでの紙媒体だけでなく電子媒体（ロ
ゴフォーム）での回答も可能とした。
・本所のメインプログラムの一つであるカッター活動における利用者の意見を把握
さるためにカッター活動のアンケートを実施するようにした。

4
・５…アンケートの回収率が100％、４…８０％以上、３…５０％以上、
２…回収率３0％以上、１…30％未満

・回収率を上げるため、入所時、退所時にアンケート提出の声かけをする。
・アンケート回答が滞っている団体には、退所後１週間をめどに連絡し回答をお願い
する。
・アンケートによる回答は責任者のみの意見となりがちなので、団体の幅広い利用
者との雑談からも情報を収集するように心掛ける。

5…全ての意見・要望に対応した。4…経費面で対応できないものを
除き全ての意見・要望に対応した。3…経費面で対応できないものを
除き、ほとんどの意見・要望に対応した。2…あまリ対応しなかった。
１…全く対応しなかった。

5…アンケートの結果「満足した」と回答したものの比率が９0％以上
4…８０％以上、3…７０％以上、2…５0％以上、１…５0％未満

②主催（提案型）事業

5…参加者目標の達成率100％以上、4…８５％以上、3…７０％以
上、　　　　　　2…５0％以上、１…５0％未満

5…アンケートの結果「満足した」と回答したものの比率が９0％以上
4…８０％以上、3…７０％以上、2…５0％以上、１…５0％未満

５…検食の実施率１００％、４…９０％以上、３…８０％以上、
２…７０％以上、１…７０％未満

５…食材の地元調達率９０％以上、４…８０％以上、３…７０％以上、
２…６０％以上、１…６０％未満

５…物理的に対応できないものを除き全ての意見・要望に対応した。
４…ほとんどの意見・要望に対応した。３…可能な限り対応した。２…
あまり対応しなかった。１…全く対応しなかった。

5…アンケートの結果「満足した」と回答したものの比率が９0％以上、
4…８０％以上、3…７０％以上、2…５0％以上、１…５0％未満



目標 実績 評点
評　　　価　　の　　観　　点　

数　　値
実 　　践  　 事  　項

評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価    
課  題 ・ 改 善 点

評　　　　価　　　基　　　準

④利用者の増加 ・数値目標を達成できたか
100%

50,000
人

87％
43,544

人

コロナ禍以降利用者が減少し、目標人数を下げた。リピーターの確保と、各種機
関への働きかけを実施した。施設充実を今後の利用者増加へ繋げるようにしてい
る。

1

・学校の宿泊体験学習で来た児童・生徒への働きかけで、家族や部活での利用につ
なげていきたい。
・また来たくなるような施設を目指して、施設・プログラムの充実や接遇の向上を図っ
ていきたい。

⑤広報活動
・事業計画書のとおり広報を
行ったか。 適 適

・唐津市子育て支援センター、打上校区活性化協議会、唐津市観光協会と連携し、主催
行事に協力したり、広報誌に情報提供したりして、相互に広報に努めた。
・グラウンドゴルフの参加者の方が、所属する老人クラブのイベントの下見に来てくださっ
た。

5

・所報、主催事業ポスターの充実、各関係機関への働きかけ、報道機関等の活用を
図る。
・幅広い層の団体に対しての広報ができるおように、常にアンテナを張っておきた
い。

⑥誘客活動
・　小・中学校、高校、大学等を
訪問したり、リーフレットの送付
したりの誘客活動を行ったか。

延３００
箇所

延１０００
箇所以上

・主催事業や提案型事業のチラシを唐津地区の学校に直接持って行きチラシ配
布と参加の要請を行った。
・所報や利用案内を県内全域と利用の多い福岡県の一部地域に配布した。

5
・主催事業については、時代のニーズにマッチした事業内容や情報発信を工夫する
などして、利用者増につなげていきたい。
・企業関係者の福利厚生研修などを呼びかける。

３、管理経費の縮減

・収入の確保
・　収入目標の達成に努めた
か。 100% 69%

・年間収入目標額（予算）14,365千円に対して、収入額は12,700千円で収入率は
88.4％となっている。 3

(閑散期の利用者増対策を強化する。)
・日帰りの提案型事業を定期的に実施する。
・団体（学校を含む）に対し、訪問等により利用を働き掛ける。

・維持管理費の削減
・　維持管理費の縮減に努めた
か。 100% 100%

・効率的に対応できるように複数の勤務時間を設定した勤務体制にして、時間外
勤務の縮減に努めている。
・使用していない部屋の消灯やこまめな空調の管理、職員による除草作業や軽易
な修繕対応などを行っている。

5
・利用者へのサービス低下を招かないよう考慮しながら、業務の改善、効率化を推
進し経費の縮減を図る。

４．施設の管理

①職員の指導育成・
研修体制

・職員研修は、計画のとおり実
施したか。

年１２
種年１
２回

年１９種
年３１回

これまで、職員の資質向上と指導技術の向上・共有化を目指して、NEAL（全国体
験活動指導者認定研修）等の外部研修への参加１６回、所内研修１５回の研修活
動を行った。

5
引き続き職員の資質向上のため、外部研修への参加や所内での研修を積極的に行
う。
さらに、指導員としての資質を高める研修に力を入れたい。

②職員の地元雇用
・職員等の雇用にあたっては、
県内在住者を優先した雇用に
努めたか。

100% 100% ・新規採用者４名であったが、すべて県内在住者である。 5 ・これからも県外出身者も含め、全員が県内在住者に努めていきたい

③県内発注
・清掃等の業務委託や物品調
達等の際には、県内業者への
発注に努めたか。

100% 100%
清掃や施設設備のメンテナンス、法面除草作業等委託事業で県内に取扱店があ
るものはすべて県内業者と契約した。 5 ・契約事業所は、できるだけ近隣の業者と契約した。

・施設設備の安全点
検

・施設・設備の点検を定期的に
実施し、安全の確保に努めた
か。

月１回
月１回
以上

・毎月の担当者を割り当て室内と野外の活動エリア内の安全点検を実施し、危険
個所の補修や整備等を確実に実施している。 5

・定期点検の他にも施設設備の使用前と使用後に点検するように努めている。
・月担当者からの報告を受け、各施設、設備の担当者が責任を持って最終確認をす
る。

・事前打合せの実施
・利用団体の責任者に対し、施
設利用の方法や注意事項につ
いて十分な説明を行なったか。

100% 100%
・十分に時間をかけて打合せを実施し、施設の利用について理解を深めてもらう
よう努めた。小・中・高の学校団体はすべて実施している。 5

・学校関係の事前打合せは来所によりできているが、来所しない小規模団体との打
合せは電話により入念に行いたい。特に、料金改定や申請書類の変更等について
は丁寧に説明する。
・これからも学校や初めて利用する団体には、できるだけ事前踏査を行うよう依頼し
ていきたい。

・活動プログラムの指
導

・安全かつ効率的な活動ができ
るよう事前踏査を行なうなど適
切な助言・指導をしたか。

100% 100%
・活動プログラムの実施前には、カッター、野外炊飯、創作活動、などは指導員が
直接指導を行い、他の活動プログラムについても実施前に危険個所、注意事項
等の説明を行っている。

5
・所員によるプログラムの説明や定期点検を実施しているが、安全かつ効果的な活
動にするために学校関係者以外の団体にも事前踏査を引き続きお願いしていく。

・活動当日の指導

・入所時にオリエンテーションを
実施し、施設の利用案内、注意
事項等を記載したチラシを配布
し説明を行うとともに、活動の前
には機器操作等の説明は、十
分に行ったか。

100% 100%

・入所時のオリエンテーションには十分に時間をかけ遺漏がないように努めた。プ
ログラム実施については、カッター、野外炊飯、クラフトでは指導員が直接指導を
行い、野外活動では、指導員による説明を実施した。
・特に要望の多い、キャンプファイヤーやキャンドルのつどいでは、団体の希望に
より準備、展開、後片付けまでの指導・助言を行った。
・特別に配慮を要する児童・生徒の情報を事前に学校から聞き取り指導に活かし
ている。
・食事の提供がビュッフェ方式に変わったことを受けて、食事担当者向け説明資
料を配布した。

5

・引き続き、利用者の利便を考えた指導に努めたい。
・言葉による指導だけでなく、ポスター等により視覚化し利用者の自主・自立の力を
高めたい。
・各プログラムにおいて、事前に研修できるように活動のポイントや注意事項等をま
とめた映像を作成し、活動の充実と当日の活動時間の確保を行っていきたい。

５，４…縮減できた。３、２…あまりできなかった。１…全くできなかっ
た。

5…数値目標の達成率100％以上、4…９０％以上、3…８０％以上、2
…７０％以上、１…７０％未満

５…事業計画書以上の広報活動を実施した。４…事業計画書のとお
り実施した。３…ほとんど事業計画書のとおり実施した。２…あまり実
施しなかった。１…ほとんど実施しなかった。

５…訪問等の箇所３００箇所以上、４…２００箇所以上、３…１００箇所
以上、２…１００箇所未満、１…未実施

5…数値目標の達成率100％以上、4…９０％以上、3…８０％以上、2
…７０％以上、１…７０％未満

５…10種類以上、４…8種類以上、３…５種類以上、２…３種類以上、
１…３種類未満

５…１００％県内在住、４…９０％以上、３…８０％以上、２…７０％以
上、１…７０％未満

５…１００％県内業者、４…９０％以上、３…８０％以上、２…７０％以
上、１…７０％未満

④安全管理対策・体制

５…年１２回を超えて実施、４…１２回、３…６回以上、２…３回以上、
１…３回未満

５…１００％実施、４…８０％以上、３…６０％以上、２…４０％以上、１
…４０％未満

５…１００％実施、４…９０％以上、３…８０％以上、２…７０％以上、１
…７０％未満

５…１００％実施、４…９０％以上、３…８０％以上、２…７０％以上、１
…７０％未満



目標 実績 評点
評　　　価　　の　　観　　点　

数　　値
実 　　践  　 事  　項

評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価    
課  題 ・ 改 善 点

評　　　　価　　　基　　　準

・消防防災訓練等の
実施

・消防防災訓練を年１回以上実
施したか。 ２回 ２回

・年２回以上は、消防訓練、救急救命訓練、通報訓練を行い緊急時に対応できる
よう職員の研修を実施している。 5 ・緊急時に備え、改めてマニュアルに沿った実効性のある体制を整えたい。

・防火組織及び防災
組織の編成

・防火組織及び防災組織を編成
するなどの非常事態への対応
は万全か。

有 有 ・防火、防災組織を編成し、非常事態に備えている。 5 ・日ごろから有事に対応できるように職員の能力を高めておきたい。

・救命・救急講習の実
施

・救命講習会を実施し、すべて
の職員が救命技能を有するも
のとしての認定書の交付受けた
か。

14人 １4人
・消防訓練時に応急処置等の講習を全員参加で実施した。ＡＥＤ研修について
は、隔年の実施としている。 5 ・現在の全職員が、ＡＥＤの利活用ができるようにしている。

・気象情報等の伝達
・利用団体に気象情報や熱中
症等の情報を的確に伝えたか。 良 良

・気象状況を把握し、提示板を設置して利用団体に情報を確実に伝え、事故がな
いように注意を喚起した。光化学オキシダントやＰＭ２．５、感染症対策等もつどい
や活動説明時に情報伝達を行った。

5

・気象の急激な変化が予想される場合は、こまめに情報をチェックし、利用者に情報
提供する。
・カッター活動における海の情報は、ネットの情報と現場の状況が違う時があるの
で、目視確認と現場担当カッター指導員との連絡を密にし実施の有無を判断する。

・職員研修
・安全管理マニュアル等を整備
し、職員への周知を図ったか。 適 適

・職員の業務遂行マニュアルとして、「危機管理対応」「火災報知器作動時の行
動」「傷病者発症時の対応」「情報セキュリティ」「苦情等に関する対応」「障害を理
由とする差別の解消の推進に関する対応要領」のそれぞれのマニュアル書を作
成し、全職員での研修を実施している。

5
・引き続き全職員を対象に、「接遇研修」「各マニュアル」の遵守の研修を行い、周知
徹底を図る。

⑥苦情等に対する対
応

・利用者等からの苦情等に対応
するためのマニュアル等体制は
整備されているか。

有 有
・マニュアルをもとに、職員会議で研修を行い対応を周知した。
・アンケート等で出てきた苦情については、利用団体に聞き取りを行って週ごとの
活動プログラムの中でも文書で全職員に対応策を共有できるようにした。

5
・毎月の指導員会議の中で、苦情や要望についても対処方法の協議や改善を実施
する。

⑦個人情報の保護
・個人情報保護に関する規定を
制定するとともに職員に対する
研修を実施したか。

２回 ２回
・個人情報を記載している文章等の取扱いの重要性を認識し、外部への持ち出し
禁止や保管には万全を期している。
・個人情報保護について年度当初と３月に研修を行い、規定の遵守を周知した。

5 ・引き続き、研修を実施し職員に対して個人情報保護規定の遵守の徹底を図る。

評
価
委
員
評
価

⑤事故及び災害時の対応体制

５…年２回以上実施、４…年１回実施、１…未実施

5…規定を作成するとともに、年１回以上の研修を実施した。３…規
定は作成している。１…規定なし。研修を実施していない。

５…編成している。１…編成していない。

５…AED研修受講１００％、４…９０％以上、３…８０％以上、２…７０％
以上、１…７０％未満

5…情報を把握し的確に伝えている。　４…ほとんど伝えている。　３
…ある程度伝えている。２…あまり伝えていない。１…全く伝えていな
い。

5…規定を作成するとともに、年１回以上の研修を実施した。３…規
定は作成している。１…規定なし。研修を実施していない。

5…規定を作成するとともに、年１回以上の研修を実施した。３…規
定は作成している。１…規定なし。研修を実施していない。

　【山﨑委員】
①老築化、各学校の取組の変化、交通機関問題、県外利用者問題等、数多の検討事項が存在している。
②昔日話のようには戻らないと認識するが、職員叡智を結集し、安定した施設運営を懇願している。
　【青木委員】
〇社会のニーズを踏まえた改革を。
　・佐賀県では児童・生徒数の減少に伴い、学校数も年々減っている。そのような状況の中このままの状態で利用者数を増やすことは難しい。利用対象者を県
外に広げる。また、年齢層を児童生徒から一般・高齢者まで対象を広げる必要がある。『少年自然の家』の『少年』を削除してはどうかと思う。
　・キャンプなどアウトドアスポーツの需要が増えてきている今、今までの施設の利用形態を大幅に変えてはいかがかと思う。テント泊ができる場所・車中泊が
できる場所などできるのではないかと思う。既存の利用形態を見直すチャンスだと思う。
　【坂本委員】
①一般的に利用者の大半は、民間の宿泊施設やサービスに慣れてしまっているので、それと同等、近いものを求めがちだと思います。打合わせ等でも、ここの
施設の理念や運営方針なども前もって利用者に伝えることも必要なのかもしれません。
②令和7年度の１年更新は決定しているがその後は未定とのことだが、県関係者、課の担当者の方々には実際に足を運んでもらって、プログラムを体験するこ
とで判断して欲しいです。その１年間で新しいプログラムなどを企画するのも難しいとは思いますが、広い駐車場のオートキャンプ化、最近桃山天下市などで定
期的に開催されているフリーマーケットやマルシェなどの場所提供など、施設をしってもらう上でも色々なものをやってみて欲しいです。

　
〇老築化・・・経年劣化はあるものとして捉え、安全管理を徹底することで、利用者の事故に繋がらないようにしていきたい。
〇各学校の取組の変化・・・様々な条件下ではあるが、波戸岬での体験活動が重要であると感じてもらえるような魅力的な運営を行っていきたい。
〇交通機関問題・・・貸切バス料金の高騰による保護者負担増の問題があることから、校長会等で各自治体のバスの利用について働きかけをする提案をしていき
たい。
〇安定した集客、安定した利用満足度・・・時代や利用者のニーズや方向性を見据えた運営を考えていかなくてはならない。そのために、常にアンテナを高くして
情報収集し、職員一丸となって職務に邁進していきたい。
〇社会のニーズに応える・・・様々なイベント等の要項でその活動が目指すＳＤＧsの項目が表記されている。本所においてもＳＤＧsの活動に取り組んで掲示して
いることから、所報やイベントチラシ、プログラム等にも本所の理念や運営方針を盛り込み、目指すゴールを明らかにして、利用者に意識付けしていきたい。
〇施設の活用・・・これまで公益財団法人であるがゆえに制限されていたものから一歩踏み込んだ形で活動プログラムやイベントをリニューアルして、社会教育施
設としての役割と存在価値をアピールしていきたいと考えている。キャンプ場としての活用については、波戸岬キャンプ場との兼ね合いもあることから、県とも相談
していきたい。

総
　
合
　
評
　
価

実　　            　　践 　　　　          　    事 　　　　             　項 課  　　　　題　　　 ・　　　 改　　　　 善　　　　 点

・管理運営の基本方
針基づいた適切な運
営ができたか。

波戸岬少年自然の家の設置目的の達成のため、利用者のニーズを尊重し、親しまれ、喜んでもらえる施設を目指して安全かつ効率的
な管理運営に努めた。概ね良好な運営ができたと評価する。
①海洋型の波戸岬少年自然の家周辺の恵まれた自然や歴史的遺産を有する環境のなかでの本施設の特徴を生かしたカッター研修を
中核として、利用者にさまざまな野外活動、自然観察、クラフトなど、利用者の研修目的に対応したプログラムを準備し、効果的な成果が
得られるよう支援活動を行った。また、主催事業８、提案型事業４を計画し、各年齢層に応じた自然体験活動を工夫し提供した。
②利用者の意見を反映した管理運営を図るために、利用者団体にアンケートを実施し、本施設に対する意見や要望を聞き、可能な限り
改善を行い、利用者のニーズを尊重した管理運営を行った。カッター活動のアンケートでは、活動の状況把握し指導の充実に取り組ん
だ。
③個人情報保護の重要性に対する職員の意識の徹底のために情報セキュリティ研修、危機管理マニュアルをもとに、時期に応じた危機
管理に関する研修を実施した。また、利用者に対する接遇に関する研修、わかりやすい説明を実践するための所内研修、専門機関が
実施する研修へ派遣するなど職員の資質向上に努めた。
④安全かつ効率的な運営を図るために、利用団体に対し、事前打合せや事前踏査をお願いし、安心して利用していただけるように配慮
した。また、毎月定期点検を行い、室内外施設及びフィールドの安全の確認や整備を行った。カッター研修に関しては､他県の自然の家
（三ケ日）での事故を教訓にして、安全に関する研修を行い意識の高揚に努めた。
⑤管理運営経費の縮減を図るために職員のコスト意識を高めるとともに、利用者の理解と協力を得て、空調機器のこまめな調整等光熱
費及び燃料費の縮減に努めた。また、SDGｓの活動として７つのゴールに取り組むことを利用者に提案する中で、節電・節水・フードロス
減に協力してもらっている。
⑥地元地域との連携を図るために、打上活性化協議会や農事組合法人が主催する行事に参加協力し、主催事業の一部に取り入れる
など積極的に連携を図った。また、「佐賀県立名護屋城博物館」「玄海エネルギーパーク」「玄海町次世代エネルギーパーク」「鯨組主
中尾家屋敷」を含め「五施設連絡会議」を開催し、利用者増のための相互協力などについて意見交換を実施している。さらに、唐津市観
光協会が主催する「九州オルレ唐津コース」の一部として、当施設内をコースに取り入れると共に、休憩の場所や昼食会場として開放し
た。さらに、令和４年から開催されている唐津シーサイドキャンプ（野外ミュージックフェス）にも協力している。

・ロゴフォームの活用を促進し、業務の効率化を図っていきたい。。

・過去の利用団体(学校含む）で、今年度次年度の利用予定のない団体を摘出し、訪問やパンフレット配布などの広報活動を行う。

・閑散期の誘客活動は着実に成果をあげ、口コミでの高校の部活動や大学生のサークルでの利用者が増える傾向にある。また、中学生バレーボール大会や高
齢者向けのグランドゴルフを企画し多くの方に参加していただいた。
　
・少年自然の家の設置理念に添った管理運営を維持するためには人材の育成が重要である。指導員の資質の向上が課題であり、１年単位の雇用の実態を考慮
すると資質の維持に相当な努力を要する。国立の施設等での指導者養成事業に積極的に派遣するなど資質の向上と維持を図る。
　
・経費の縮減については、郵送からネットへの移行も含め利用者へのサービスができるだけ低下しないように配慮し、引き続き努力する。また、TVやラジオ等のイ
ンフォメーションも積極的に活用していきたい。
　
・個人情報保護、情報セキュリティ、危機管理に関する研修は引き続き確実に行っていく。
　
・自然の家の魅力の一つとして、「HADOの森」の活動を育てていきたい。落下等の事故が起こらないように日常の定期点検や伐採を行うとともに、新しい遊具の
設置にも取り組んでいきたい。

・「障害者差別解消法」の主旨を反映させ「対応指針」を作成したので、職員への共通理解を徹底したい。また、ミライロIDにも対応したりしてさらに障害者にやさし
い施設作りを目指す。


